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 第
82
回
山
陽
新
聞
奨
励
賞 

文
化
部
門
受
賞 

山
陽
新
聞
社
が
毎
年
行
う
「
文
化
、
社
会
、
学
術
、
産
業
な

ど
の
分
野
で
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
に
贈
り
、

功
績
を
讃
え
る
山
陽
新
聞
賞
・
山
陽
新
聞
奨
励
賞
」
の
発
表
が

あ
っ
た
。 

菅
茶
山
顕
彰
会
は
「
山
陽
新
聞
奨
励
賞
・
文
化
部
門
」
に
選

ば
れ
、
1
月
11
日
に
は
贈
呈
式
が
山
陽
新
聞
本
社
（
岡
山
市
）

で
開
催
さ
れ
、
藤
田
会
長
と
武
田
副
会
長
が
出
席
。
賞
状
・
記

念
メ
ダ
ル
と
賞
金
を
頂
い
た
。 

賞
状
に
は
「
菅
茶
山
の
顕
彰
に
努
め
ら
れ
菅
茶
山
生
誕
祭
や

茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
展
、
会
報
の
発
行
な
ど
長
年
に
わ
た
る
継
続

的
な
活
動
で
郷
土
の
偉
人
の
業
績
を
広
く
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
あ
る
。 

今
回
の
受
賞
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
山
陽
新
聞
社

の
紙
面
に
よ
り
、
菅
茶
山
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と

な
り
、
今
後
の
活
動
の
励
み
に
な
る
も
の
で
あ
る
。 

               

奨
励
賞 

文
化
部
門
受
賞 

       

受
賞
理
由 

当
代
随
一
の
漢
詩
人
と
評
さ
れ
た
江
戸
後
期
の
儒
学
者
菅
茶

山
（
１
７
４
８
～
１
８
２
７
年
）
。
偉
人
の
業
績
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
、
出
身
地
の
福
山
市
神
辺
町
地
区
で
顕
彰
活
動
に
長

年
励
ん
で
い
る
。 

１
９
８
６
年
の
没
後
１
６
０
年
祭
を
契
機
に
、
有
志
が
翌
年

結
成
し
た
「
菅
茶
山
遺
芳
顕
彰
会
」
が
前
身
。
識
者
を
招
い
た

学
習
会
、
会
報
な
ど
で
業
績
や
人
柄
に
迫
る
ほ
か
、
現
在
は

「
生
誕
祭
」
に
切
り
替
わ
っ
た
記
念
式
典
を
５
年
毎
に
開
く
。 

子
ど
も
と
茶
山
の
懸
け
橋
と
な
る
公
募
展
「
茶
山
ポ
エ
ム
絵

画
展
」
は
２
０
２
２
年
度
に
３０
回
を
迎
え
た
。
現
代
詩
を
「
茶

山
ポ
エ
ム
」
と
称
し
、
「
冬
夜
読
書
」
な
ど
の
代
表
作
か
ら
偉
人

へ
の
敬
愛
と
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
も
う
と
１
９
９
３
年
に
始
め
た
。

高
校
生
以
下
が
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
描
い
た
応
募
作
は
近
年

毎
回
３
千
点
を
越
え
、
市
内
の
巡
回
展
で
市
民
の
目
を
楽
し
ま

せ
る
。 

６８
人
の
会
員
は
大
半
が
60
代
以
上
と
高
齢
化
が
進
み
、
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ
イ
ト
で
情
報
を
発
信
し
、
会

員
獲
得
を
目
指
す
。
藤
田
卓
三
会
長
は
「
没
後
２
０
０
年
の
節

目
が
近
づ
い
て
い
る
。
晩
年
ま
で
精
力
的
に
活
動
し
た
茶
山
の

よ
う
に
、
息
の
長
い
取
り
組
み
を
続
け
た
い
」
と
語
る
。 

 

（
２
０
２
４
年
１
月
１
３
日
山
陽
新
聞
紙
面
よ
り
転
載
） 
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